
スタートアップを育成する際、公共調達の活用が重要であり、公共調達を見据えた技術開発支援で
あるSBIR制度（Small/Startup Business Innovation Research）に基づく「指定補助金等」の対象・規模を
抜本的に拡充。

ビジネスアイディアの FS 調査段階（「フェーズ１」）、実用化に向けた研究開発段階（「フェーズ２」）の

支援の拡充に加え、新たに先端技術分野における大規模技術開発・実証段階（「フェーズ３」）も支援
対象に追加する。
※宇宙、ロボット、防災、先進医療・農業等の先端技術分野において、スタートアップによる社会実装を５年以内に目指すプロジェクト
を少なくとも50件以上採択する。

令和４年度補正予算額 2,060億円（基金）

フェーズ１
（PoC・F/S支援）

フェーズ１

フェーズ２

フェーズ２
（実用化開発支援）

フェーズ３【新設】
（技術実証等）

出口の市場
(ゴール)

政府調達市場
等

【内閣府】フェーズ３
大規模技術実証支援・
トライアル発注・
生産設備投資支援

政策ニーズ

調達ニーズ

【国等の研究開発】

研究開発

課題設定

※SBIR指定補助金
等は、公募段階か
ら政策ニーズ・調達
ニーズに基づく研
究開発課題を設定

【SBIR指定補助金等】

研究開発支援等 政府調達

【SBIR政府調達手続の特例】

①一般競争入札におけ
る入札参加資格の
特例

②随意契約の特例

【現行制度】
フェーズ１：研究開発課題の内容を前提に、技術・シーズに基づくアイデアの検証を実施
フェーズ２：フェーズ１で実施したアイデアの検証結果を踏まえた 研究開発を実施

ＳＢＩＲ制度の抜本拡充

施策の目的

施策の概要

施策の具体的内容

資料１



グローバル・スタートアップ・キャンパス構想

施策の目的 施策の概要

令和４年度補正予算額 ７５億円

〇 研究シーズからスタートアップを起こして
いくエコシステムの形成が必要不可欠。

〇 ディープテック分野に特化した研究機能
と国際標準のインキュベーション機能を兼
ね備えた「グローバル・スタートアップ・キャ
ンパス」を創設。

〇 民間資金を基盤として、柔軟な運営を実
現し、世界に挑戦するスタートアップの創
出を目指す。

 海外トップ大学・研究機関・VCなどとの連携

 先行する海外のアセットを積極的に活用

 産官学のすべてから、研究者、資金
等を受け入れ

 寄付等を原資とする
独自のエンダウメントの構築

世界に挑戦する
スタートアップ創出

民間資金を基盤とした柔軟な運営の実現国際標準のインキュベーション機能

（アクセラレーション、VC、
コワーキングラボ、アントレ教育）

ディープテックに特化した世界トップレベルの研究成果

（バイオ、AI/ロボティクス、環境など）

【フィージビリティスタディ等（９億円）】
〇グローバル・スタートアップ・キャンパス構想での連携に向け、
協力が想定される海外トップ大学とのフィージビリティスタディ
の実施、必要となる建物の検討を推進。

【先行研究の実施（６６億円／基金）】
〇海外大学等とのネットワーク構築、スタートアップ創出に向け
た取組を加速するため、協力が想定される海外トップ大学等
から研究者等の招へい、国際共同研究等を推進。



2022年度 2023年度 2024年度 2025～27年度

海外大学等との調整等にかかる費用

建設コンサル費用 基本設計費用
実施設計 ・ 建設費用

（建物が最短期間で完成した場合）

2028年度～

維持管理費用

R4補正予算 ９億円（科学技術イノベーション創造推進費）

●法令、条例、特区等の整理
●基本設計の仕様の検討
●PFI方式か否か等の検討

設計期間等は変更になる
可能性あり

候補案件の先行研究

R4補正予算（JST：国際頭脳循環基金） ６０億円（先行研究）＋６億円（一般管理費）

グローバル・スタートアップ・キャンパス構想
今後の想定されるスケジュール（イメージ）


